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十
月
二
十
三
日
に
、
東
小
学
校
で
ボ

ー
イ
ス
カ
ウ
ト
日
本
連
盟
高
萩
第
一
団

の
運
動
会
か
行
わ
れ
、
手
旗
信
号
を
使

っ
て
の
ゲ
ー
ム
や
綱
引
き
を
し
て
、
一

日
を
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
た
。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
は
、
カ
ブ
ス
カ
ウ

ト
（
小
学
三
年
～
五
年
）
・
ボ
ー
イ
ス
カ

ウ
ト
（
小
学
六
年
～
中
学
三
年
）
・
高

ー

悪悪 幸蕩
一雨鵜

殿、

蕊悪寒

辮乃

蕊悪寒

辮乃

騒菅:識
建

；壷i 鞆
？ 雪

鱗 #鯵
私恥

…

雲霧
…

校
生
な
ど
か
ら
構
成
さ
れ
、
高
萩
に
は

五
十
五
人
の
メ
ン
。
ハ
ー
が
い
ま
す
。

活
動
と
し
て
は
、
抑
岸
や
市
内
の
清

掃
、
市
の
行
事
の
手
伝
い
な
ど
の
奉
仕

活
動
。
山
や
湖
に
川
か
け
、
野
鳥
や
野

草
観
察
を
し
て
、
凹
然
に
親
し
み
、
自

然
を
愛
す
る
心
を
育
て
て
い
ま
す
。

ま
た
、
実
践
的
知
識
と
し
て
、
テ
ン

驚辮…

島､

・を〆 ；

鴬

"鴬 し

ー

§
卜
の
張
り
方
、
地
図
の
見
方
、
な
わ
結

び
、
野
外
料
理
、
応
急
手
当
な
ど
を
学

ん
で
い
ま
す
。

メ
ン
バ
ー
は
、
こ
の
よ
う
な
活
動
、

学
習
を
通
し
て
、
社
会
に
奉
仕
す
る
能

力
を
持
つ
、
た
く
ま
し
い
青
少
年
に
な

ろ
う
と
、
指
導
者
と
と
も
に
努
力
し
て

い
十
エ
ナ
ｙ
Ｄ
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だんだん制服姿ができあがります

テレホンサービス「市政案内」は(3) 1151 . 1152です。
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垂 市民体育館

中央公民館

頃:卓場

文化会館

市
役
所

簔協

料館

ノ

12 1 日二
二
写
“
二
宕
言
・
全
二
言
・
呂
呂
零
．
二
孟
宕
ｄ
二
二
壱
・
二
二
言
・
ニ
ェ
害
・
二
言
写
ｐ
二
孟
宕
・
ニ
ニ
吾
凸
二
二
写
●
全
二
号
。
勇
二
写
。
二
二
三
“
二
二
臣
子
二
言
弓
●
呂
呂
宕
・
・
呂
室
・
・
呂
呂
三
・
呂
冨
冒
凸
与
呂
呂
・
、
呂
弓
】
』
昨
年
七
月
か
ら
建
設
を
進
め
て
い
た
「
図
書
館
」
と
「
歴

史
民
俗
資
料
館
」
が
十
二
月
一
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

こ
の
二
つ
の
施
設
は
、
工
事
費
四
億
二
千
五
百
万
円
（
う

ち
郵
便
局
の
簡
易
生
命
保
険
破
立
金
触
資
二
千
四
百
三
十
万

円
）
を
か
け
て
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造

二
階
建
、
建
築
延
床
面
積
約
千
九
百
九
十
八
平
方
メ
ー
ト
ル

で
す
。な

お
、
「
歴
史
民
俗
資
料
館
」
は
、
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
民

俗
・
民
具
類
を
収
集
し
、
展
示
し
て
い
き
ま
す
。

二二

市
立
図
書
館
が
オ
ー
ブ
ン

市
内
に
住
ん
で
い
る
か
た
、
通
勤
・
通
学
し

て
い
る
か
た
な
ら
、
ど
な
た
で
も
図
書
館
を
利

用
で
き
、
す
べ
て
無
料
で
す
。

図
書
館
で
は
、
小
説
、
趣
味
の
本
、
育
児
の

本
、
仕
事
の
た
め
の
本
、
子
ど
も
の
本
、
各
種

の
新
聞
、
雑
誌
な
ど
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、

数
養
に
、
仕
手
に
、
娯
楽
に
と
、
い
ろ
い
ろ
な

面
で
お
役
に
た
つ
資
料
を
た
く
さ
ん
そ
ろ
え
て

あ
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
立
ち
寄

り
く
だ
さ
い
。

す
べ
て
無
料

歴
史
民
俗
資
料
館
も

＝

ﾆ

ﾆ

弓

呂

=

○
カ
ウ
ン
タ
ー
で
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。

○
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
処
理
の
「
図
書
利

用
カ
ー
ド
」
を
差
し
上
げ
ま
す
。

○
一
人
五
冊
ま
で
、
十
五
日
以
内
借
り

ら
れ
ま
す
。

○
団
体
利
用
申
し
込
み
を
し
ま
す
と
、

百
冊
以
内
三
カ
月
間
借
り
る
こ
と
か

で
き
ま
す
。

○
会
議
室
な
ど
を
利
用
し
た
い
か
た
は

カ
ウ
ン
タ
ー
で
手
続
き
し
て
く
だ
さ

い
ｏ午

前
九
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
五

十
分
ま
で

Ｕ
月
曜
日
、
国
民
の
祝
日
、
毎
月
末
日

《
｝

み
の
日

[二
晧尭式冬弍一冬弍尭弍弐式弍弍式弍弍弍弍弍弍弍弍冬一名式冬弐弐毛-冬弐弐発弍式弍弍式式弍弍式

○
年
末
年
始
（
十
二
月
二
十
七
日
か
ら

一
月
五
日
ま
で
）

○
特
別
整
理
期
間
（
毎
年
一
回
十
四
日

以
内
）

Ｔ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｔ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
Ｙ
γ
Ｙ

（
右
か
ら
矢
野
，
梶
山
・
薄
井
・
作
山
）

図
書
館
の
職
員
で
す

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

葱
rVﾂｻ

誇
鴬
蕊

識 関

(2)

本
を
借
り
る
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睦鰯蕊 絵本や物語、図鑑など子と．もの本があ

ります8ミリ . ’6ミリのフィルムや映写機

などがあります

小説や趣味の本など児童書を除くすべて

の本があります

）
』

｜
般
の
利
用
者
が
図
書
を
閲
覧
し
た
り
、

勉
強
し
た
り
す
る
と
こ
ろ
で
す

年鑑や百科事典などしら"もの…息鐵映写会や読書会などにも利開で誉ゞめの本があります …‐
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一

おえ
鈴
木
美
子
さ
ん
（
市
内
高
萩
）

は
、
市
体
育
指
導
貝
の
若
い
女

十
月
十
八
日
、

市
内
の
小
学
校

侭
舵
熟

多
賀
地
区
小
学

校
陸
上
記
録
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

去
年
の
十
月
十
八
日
は
、
校
舎
が
新

し
く
建
て
か
え
ら
れ
、
運
動
場
も
新
し

く
な
り
、
初
め
て
使
わ
れ
た
日
で
す
。

そ
の
記
念
日
な
の
で
、
ぼ
く
た
ち
六

里
三
三
一
三
一
一
一
三
一
三
一
三
一
一
一
一
一
一
三
一
一
一
一
一
一
三
三
一
一
一
一
三
三
一
一
一
一
三
三
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
三
三
三
三
三
一
一
三
三
三
三
三
三

崇
望
枝
だ
よ
ク

｜

川

蘂
、秋山
Ｕ
学

川l l l l l l l川l l l

新
し
い
校
庭
で

六
年
黒
田
大
輔

市体育指導員

鈴木美子さん

市
と
十
王
町
の
六
年
生
が
見
て
い
る
の

で
緊
張
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か
し
、

フ
ァ
イ
ト
が
み
な
ぎ
っ
て
き
ま
し
た
。

本
校
の
六
年
生
は
、
男
子
は
百
メ
ー

ト
ル
、
二
百
メ
ー
ト
ル
、
四
百
メ
ー
ト

ル
リ
レ
ー
。
女
子
は
、
百
メ
ー
ト
ル
、

四
百
メ
ー
ト
ル
リ
レ
ー
、
走
り
幅
と
び

の
合
計
六
種
目
に
優
勝
。
ま
た
、
六
位

六
隼
易
鍛
曲

校
B①oK

Fｰ
年
生
は
大
い
に

か
ん
は
り
ま
し

た
。
ば
く
は
、

開
会
式
に
、
代

表
で
ち
か
い
の

言
葉
を
述
べ
ま

し
た
が
、
高
萩

E

I

十
月
十
三
日
か
ら
二
十
一
日
に
か
け
、

市
民
体
育
館
で
、
婦
人
健
康
つ
く
り
教

室
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

参
加
の
動
機
は
、
や
せ
た
い
た
め
、

体
力
つ
く
り
、
余
暇
の
利
用
に
と
さ
ま

ざ
ま
。
筋
肉
を
伸
ば
す
ス
ト
レ
ッ
チ
体

操
や
、
音
楽
に
合
わ
せ
て
の
全
身
運
動

を
し
て
、
さ
わ
や
か
な
汗
を
流
し
て
い

ま
し
た
。

以
内
に
も
た
く
さ
ん
の
友
達
が
入
賞
し
、

ぼ
く
た
ち
は
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。

今
ぼ
く
た
ち
は
、
中
休
み
に
、
な
か

よ
し
タ
イ
ム
と
呼
ん
で
体
力
つ
く
り
に

が
ん
ば
る
な
ど
、
り
っ
ぱ
な
校
舎
と
広

い
運
動
場
で
、
勉
強
や
体
力
を
の
ば
し

て
い
く
努
力
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
児
童
全
体
で
、
勉
強
に

運
動
に
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

「
新
校
舎
」
二
年
熊
坂
正

音
楽
に
合
わ
せ
て

…
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い
た
原
因
は
、
練
習
の
ほ
か
に
、
今
年

ぎ
国
体
」
に
、
松
丘
高
校
の
岡
野
を
四
回
転
投
げ
に
し
て
か
ら
晩
離
が
Ｊ

斗
信
弘
さ
ん
（
十
八
歳
）
が
参
加
し
、
出
る
よ
う
に
な
り
、
三
十
八
歳
の
現
い

咄
少
年
Ａ
ハ
ン
マ
ー
投
げ
の
部
で
、
み
在
で
も
、
コ
ン
ス
タ
ン
ト
に
七
十
Ｍ
Ｗ

岬
ご
と
第
二
位
に
な
り
ま
し
た
。
以
上
投
げ
て
い
ま
す
。

岬
「
自
己
最
高
記
録
に
は
及
び
ま
せ
ん
宝
伏
選
手
に
あ
こ
が
れ
て
い
た
の
卜

洲
で
し
た
が
、
コ
ヅ
コ
ッ
と
で
、
二
年
生
の
頃
か
ら
四
岬

駄
習
し
て
き
た
成
果
を
出
で
回
転
投
げ
を
試
し
て
い
ま

晒
せ
ま
し
に
」
と
満
足
し
た
げ
新
腓
縣
離
痒
謡
瀞

斗
様
子
で
す
。

ゞ
岡
野
さ
ん
は
今
年
の
投
校
を
出
し
た
今
で
も
ま
だ
”

州
十
月
八
日
に
行
わ
れ
た
「
県
一
吉
日
自
分
の
も
の
に
な
っ
て
い
桝

一
鰯
釧
誰
鼬
糾
表
銅
い
い
賊
哨
州
や
か
《

ハ
ン
マ
ー
投
げ
は
、
球
糾

、

ｗ
録
を
樹
立
し
ま
し
た
。
ノ
さ
の
な
い
じ
み
な
ス
ポ
ー
い

の
春
か
ら
取
り
入
れ
た
四
回
転
投
げ

が
坐
め
、
牟
塞
す

飛
距
離
が
大
幅
に
伸

、戸

一
ヨ
巴
・
垂
・
ニ
ム

一
・
・
』
■

・

画

・

■

｜

・

・

』

二

弓

Ｆ

■

｜

・

・

二

・

二

弓

■

｜

・

二

手

弓

・

》

・

■

一

画

・

・

呂

・

・

ニ

テ

寺

二

・

・

・

■

一

・

・

・

・

二

号

寺

■

一

・

二

・

二

▲

画
・
画
一

言

十
月
十
五
「
日
本
の
ハ

日
か
ら
二
十
ン
マ
ー
投
げ

日
に
か
け
て
第
一
人
者
の

群
馬
県
で
開
宝
伏
選
手
は
、

催
さ
れ
た
「
あ
二
回
転
投
げシ

て
す
。
練
習
は
、
走
り
部

込
み
、
ウ
ェ
イ
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
い

ど
の
体
作
り
を
主
に
し
て
い
る
た
め
和

そ
の
単
調
さ
か
ら
、
つ
い
自
分
を
甘

沁

マ
マ
マ
ニ
ニ
ー

春
呂
ロ
ロ
二

口
宮
口
』
缶
二
口
』
ロ

『

ロ

三

ｒ

三

ｐ

呂

二

守
口
“
ロ
《
二
二
口
』
・
言
守
口
呂
一
凸
一
マ
マ
ロ
マ
ロ
二
二
マ
マ
マ
マ
巴
ロ
ロ
ロ
ー
《

マ

巳
ロ
ニ
ロ
｜
一
口
《

二
マ
ロ
マ
ー
マ
ロ
ニ
．
。
《
且
ニ
マ
ロ
．
“
△

’二ロ

当
今
｝
呂
二
《

マ
ロ
呂
口
“
７

＝
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》
性
の
メ
ン
ゞ
ハ
ー
と
し
て
、
婦
人
討
一

》
体
操
、
リ
ズ
ム
体
操
な
ど
を
指
辨
》

誰

一
ゞ
導
し
て
い
ま
す
。

鋸
鈴
木
さ
ん
は
、
高
萩
高
校
を
》

卒
業
後
、
日
本
女
子
体
育
短
期
峨勤

鋤
大
学
に
学
び
、
専
門
は
ジ
ャ
ズ
》

ダ
ン
ス
。

咄
癖》

「
レ
コ
ー
ド
に
合
わ
せ
て
、
体
《

》
操
の
振
り
付
け
、
ス
テ
ヅ
プ
を
》

も
舎
殉
、

灘
組
み
立
て
て
い
く
の
で
す
カ

ー

畔
曲
の
流
れ
に
合
わ
せ
、
新
し
く

パ
タ
ー
ン
を
変
え
て
い
く
の
に
“

》
苦
労
し
ま
す
」
と
話
し
な
が
ら
》輔

唾
も
明
る
い
表
情
。
蕊

準
癖

鈴
体
操
教
室
で
使
う
レ
コ
ー
ド
鞠

轆

一
は
、
デ
ィ
ス
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
、
》

錘

一

〃
な
ど
リ
ズ
ム
に
唯
り
や
す
い
も

》
｝
の
。
初
め
て
参
加
す
る
人
は
恥
評
》

ず
か
し
か
る
の
で
、
雰
囲
気
に
ゞ
》

鐸

な
れ
る
よ
う
に
、
声
を
か
け
た
》

り
し
て
工
夫
し
ま
す
。
識》

「
一
週
間
に
一
度
の
体
操
だ
け
蹄

《
で
は
、
体
の
た
め
に
な
り
ま
せ
犀

》
岬
曄
龍
睡
で
恥
鄙
毒
標
榊
吟
癖
一
一纐

戸
を
続
け
る
と
よ
い
と
田
償
ま
す
」
《一

ぬ
趣
味
は
オ
ー
ト
バ
イ
三
百

一
五
十
Ｃ
Ｃ
）
の
ツ
ー
リ
ン
グ
と

》
鯏
識
撫
職
婦
凋
》

い
る
ん
で
す
」
と
女
ら
し
い
一

面
も
み
せ
て
い
ま
す
．

”
乳

１
『
ｌ
Ｊ
ｊ
ｐ

・

ノ

ヴ

』

二

冊

Ｊ

Ｉ

Ｌ

Ｊ‐ｉｆ〉

ず
Ⅱ’

一
℃
ノ
や
む
一
）
‐
ヨ
蜂
州
副

町
銀
｜
｜
／
＃
一
〆
坦
謂
だ
話
の
故
障
も
増
え
、
そ
の
都
度
、
関
係

一
睡
轆
蜘
部
壼
錨
繊
吐
諜
報
拙
罪
忙
幽
帝
嘩
一
え

一
と
百
五
十
円
の
割
り
引
き
も
あ
る
う
え
、
意
し

－

そ
う
で
す
。
〃
オ
メ
デ
ト
ウ
、
ォ
、
ン
ア
者
が
頭
を
悩
ま
し
て
い
ま
す
。
も
し
ヶ

ワ
セ
ニ
〃
短
い
け
れ
ど
思
い
や
り
の
メ
Ｉ
ブ
ル
に
傷
が
つ
く
と
、
急
用
の
電
話

ツ
セ
ー
ジ
と
し
て
の
祝
電
は
、
打
つ
人
な
ど
が
通
じ
な
く
な
っ
て
、
お
お
ぜ
い

一
の
心
を
届
け
る
か
ら
で
し
ょ
う
。
の
人
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま

祝
電
は
、
配
達
日
の
十
日
前
か
ら
受
す
。

Ｉ
ｌ
ハ
ロ
－
た
か
は
ぎ

秋
の
結
婚
シ
ー
ズ
ン
も
た
け
な
わ
と
配
達

一
一
な
る
と
、
大
安
吉
日
に
は
多
く
の
カ
ツ
る
と

I け
付
け
て
お
り
、
三
日
前
ま
で
に
打
つ
電

プ
ル
が
誕
生
し
、
正
装
し
た
人
の
往
来
事
前

も
一
層
目
立
つ
よ
う
に
な
り
ま
す
。
そ

と
こ
ろ
で
、
毎
年
の
こ
と
な
が
ら
こ
最

学習の成果を発表

第6回公民館まつり

Ｉ
Ｉ

…

ｰ；蕊

I

§ ＃

齢
《
、
』
堅
巨
一
画
一
一
一
一
一
一
一

話
線
付
近
で
の
発
砲
は
、

て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で
」

一
と
で
す

の
電
話
脇
⑥
Ｉ

？

日
の
午
前
・
午
後
の
指
定
も
で
き

の
こ
と
。
混
み
合
う
日
を
避
け
て

に
打
っ
て
ほ
し
い
そ
う
で
す
。

れ
か
ら
、
秋
は
狩
猟
の
シ
ー
ズ
ン
。

近
、
狩
猟
の
際
の
銃
弾
に
よ
っ

電
話
ケ
ー
ブ
ル
の
損
傷
事
故
が

て
き
た
そ
《
う
て
す
。
こ
の
た
め
竜

10月22， 23日の2日間、中央公民館と市民体育

館で「第6回高萩市公民館まつり」が開かれ、約

2,500人の人でにぎわいました。

日ごろ学習している講座や学級の発表会｡また、

丹精こめて作った作品を展示した'）して、訪れた

人の目を楽しませました｡
山 十

分
注

L－ －

ト第8回老人クロツケ差大会
『
緑
の
郷
土
作
り
』
誓
い
合
う

県
育
樹
祭
に
四
百
人

第
八
回
老
人
ク
ロ

な
る
一
方

行
わ
れ
ま
し
た

ー

ク
ロ
ッ
ケ
ー
は
、
年
々
廃
ん
に

十
月
二
十

蕊鍵§

）
の
大
会
に
も
、
市

日

市
民
球
場
で

ケ
ー
大
会
が

… 華

《
「
水
と
緑
と
心
ゆ
た
か
な
住
み
よ
い
郷

一
十
一
」
を
テ
ー
マ
に
、
十
月
十
八
日
、
大

》
能
牧
場
で
第
二
回
県
育
樹
祭
が
行
わ
れ

》
ま
し
た
。

錨

》
林
業
後
継
者
を
代
表
し
て
松
本
勝
さ

》
ん
（
下
君
田
）
は
、
「
活
力
あ
る
森
林

垂
づ
く
り
は
、
わ
た
し
た
ち
に
課
せ
ら
れ

轍
た
仙
命
で
あ
り
、
今
後
、
発
展
に
い
つ

雑
そ
う
努
力
す
る
」
と
誓
い
の
言
葉
。

》
緑
の
少
年
団
代
表
の
鈴
木
誠
一
く
ん

《
》
（
君
田
中
）
と
荒
井
幸
子
さ
ん
（
高
萩

、
中
）
も
林
業
に
つ
い
て
の
意
見
を
発
表

評
「
美
し
い
自
然
を
守
り
、
育
て
ま
し
よ

＊
う
一
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

内
の
老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
五
十
チ
ー

ム
》
三
百
二
十
人
が
参
加
し
、
日

ご
ろ
鍛
え
た
自
慢
の
腕
を
競
い
合

い
ま
し
↑

試
合
は

蕊 識

蕊 識
蝿臨

、
上
位
Ⅲ
チ
ー
ム
が
剛

毒
得
点
で
並
ぶ
大
接
戦

胤蝿
と
な
り
、
同
点
決
勝

勢
に
よ
っ
て
決
着
を
つ

》
け
ま
し
た
。

》
▽
優
勝

織
宰
▽
辨
蹄
湘
啄
や
砂
会

▽
三二

零

上
烏
名
ク
ラ
ブ

心

(5)



十
月
十
日
「
体
育
の
日
Ｌ
を
中
心
に
、

第
三
回
市
民
総
合
体
育
大
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

今
年
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
育
行
事
で

参
加
者
が
増
え
て
お
り
、
市
民
の
間
に
、

体
力
づ
く
り
・
健
康
づ
く
り
の
考
え
が

浸
透
し
て
き
て
い
る
こ
と
を
う
か
が
わ

せ
ま
す
。

人
生
の
長
い
道
の
り
の
中
で
、
い
つ

も
頼
り
に
な
る
友
は
〃
健
康
″
・
高
齢

化
社
会
へ
向
う
今
日
、
お
年
寄
り
の
み

な
ら
ず
、
各
自
が
生
涯
を
通
し
て
の
健

康
づ
く
り
を
、
考
え
て
き
て
い
る
よ
う

で
す
。

たけなわ

裁寮"~昌

騨

堀
〃
轤
錨
が
鍵

霊鐸

蕊
識
》聴

一
導

〆
） 蕊

蕊
▲市民歩く会

市民400人車イスも参加I
「第16回体力つく り市民歩く会」には、 3歳児の

松井亜里沙ちゃんから、 80歳の佐川四郎さんまで

市民400人が参加しました。

今年は、車イスでの参加者が7人おり、高校生

会なと、のボランティアク．ルーフ・の助けをかりて完

歩いたしました。 また、 コースの中に、峠の道も

新しく糺1み込まれ、日ごろなかなか行けないノ、イキ

ングの楽しさを、満l喫していました。

一当- 4: 黒帯 層

▲高浜相撲大会

侭
聴
蕊
鱗

’十
月
二
日
、
高
浜
相
撲
場
で
高
浜
少

年
相
撲
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
大
会
に
は
、
市
内
の
ほ
か
、
那

珂
湊
市
、
日
立
市
、
北
茨
城
市
か
ら
も

豆
力
士
が
集
ま
り
、
参
加
者
は
九
十
人

に
の
ほ
り
ま
し
た
。

▽
団
体
優
勝
那
珂
湊
Ｃ

五
十
チ
ー
ム
で
争
う
一

第
八
回
市
民
バ
ト
ミ
ン
ト
ン
大
会
に

は
、
五
十
チ
ー
ム
が
参
加
し
ま
し
た
。

▽
各
部
門
の
優
勝
チ
ー
ム

男
子
一
部
長
岡
武
・
添
田
章
吉
組

男
子
二
部
阿
部
裕
・
渡
辺
順
次
組

女
子
一
部
佐
藤
悦
子
・
橋
本
秩
子
組

高
校
男
子
長
谷
川
武
・
萩
谷
明
仁
組

高
校
女
子
滝
弘
子
・
北
村
洋
子
組

▽
個
人
優
勝

三
年

四
年

五
年

六
年

二

年 豆
力
士
奮
戦
す
る

黒
沢
大
士
（
日
立
市
）

棚
橋
基
紀
（
駒
木
原
）

島
崎
智
也
（
高
浜
）

横
須
賀
操
（
那
珂
湊
市
）

市
毛
登
（
日
立
市
）

ー

’ ▲市民バドミントン大会

.pH■町j p pﾛ鞠..Pu時,雨剴…mAh笥周ﾛ凶…■M－IJ d b岸咽学哨司峰ﾛ 1－田圃H卜1-1 園蝿h…ﾘ■罰埠hF宰隅型閨l閉hFI噸山門A…L■HローEF■呵白帝些Lー日…■1h割D蜀罷』F陶酔周凶部由ﾛ函0-F■画蝕園剖笥h…■JP園吋h－ﾛ南山串H－uH？■閂Ⅱ圏岡ﾘ■笥跨叫削…｣mpFm 割q恥■が■■伽pJ闇凹■J四■凸■DM■閂側詞,F同罰則制F■q

磯
原
高
校
は
、
昭
和
二
十
八
年
の
開

校
以
来
、
今
年
で
三
十
年
を
経
過
し
ま

し
た
。こ

こ
に
創
立
三
十
周
年
を
記
念
し
て
、

Ｐ
Ｔ
Ａ
・
学
校
・
同
窓
会
の
主
催
で
式

典
を
挙
行
い
た
し
ま
す
の
で
、
出
席
く

だ
さ
る
よ
う
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

○
と
き
十
一
月
十
三
日
（
日
）
午

前
十
時
二
十
分
か
ら

○
と
こ
ろ
磯
原
高
校
体
育
館

な
お
、
記
念
事
業
と
し
て
、
三
十
周

年
誌
を
限
定
出
版
い
た
し
ま
す
。
御
希

望
の
か
た
は
、
三
千
五
百
円
（
送
料
こ

み
）
を
、
現
金
耆
留
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い

○
内
容
学
校
沿
革
史
、
部
活
動
、

生
徒
会
の
歩
み
等
が
掲
載
さ
れ
、
Ｂ

五
版
、
二
百
五
十
六
ぺ
ｌ
ジ
、
写
真

約
四
百
点
を
集
録
。
布
ク
ロ
ス
上
製

製
本
。

○
申
込
先
〒
三
一
五
一
五
北
茨

城
市
磯
原
町
磯
原
九
一
二
茨
城
県

立
磯
原
高
等
学
校
内
同
窓
会
事
務
局

（
冠
○
二
九
三
四
二
’
○
二
六
○
）

○
申
込
期
限
昭
和
五
十
八
年
十
二
月

十
日 磯

原
高
校

創
立
三
十
周
年

記
念
式
典

記
念
誌
の
発
刊

１
１
１
１
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ダブﾙｽはﾁｰﾑﾜ三ｸ■1
ｑ
市
民
軟
式
庭
球
大
会

筆

ﾉ

ｰ

の子し
高浜運動広場テニスコーI､て､は、第35回

市民軟式庭球大会が行われました。

参加は126チームで、各部門の優勝チー

ムは次のとおりです。

P一般男子野沢。瀬戸組b一般女子

水上・黒沢組P中学男子堀田・及川組
し中学女子下山田。南雲組

閑 に
胆
冷
Ｆ
‐
Ⅱ 第

十
回
市
民
卓
球
大
会
に
は
、
ダ
ブ
ル
ス
八
十
六
組
、

》
ン
グ
ル
ス
百
八
十
八
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

ダ
ブ
ル
ス
▽
男
子
優
勝
鈴
木
・
関
組
▽
女
子

優
勝
桜
岡
・
里
見
組
▽
ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス
優

勝
大
場
・
鈴
木
組

シ
ン
グ
ル
ス
▽
男
子
優
勝
土
田
▽
女
子
優
勝

1

1

親’

睦
Ｊ
が
Ｌ
第

）

▲市民ソフトボール大会

高浜連動広場では、第4回市民

､ノブI､ボール大会か行われました。

仁男子優勝秋山ゾフトクラブ

レ女子優勝秋山ママソフト

、 、△

▲市民卓球大会

1 d pW4 p 4 』 P I , h qH , E 』 . ｣ puI b D P Ⅱ L p q p p 1 r , F 卜 4 P 4 l 4 , 1 p r 卜 b r , ' 4 ｲ p p 1I r d L , J b P I b E q 1 p 1 L 』 F ﾛ . . b ， ' , r Ⅱ

十
月
一
日
付

市
役
所
の
人
事
異
動

【
部
長
級
】
▽
市
長
公
室
長
兼
市
民
活
動

課
長
Ⅱ
大
越
隆
（
企
画
開
発
課
長
）
▽

総
務
部
長
Ⅱ
金
沢
和
夫
（
市
長
公
室
長

兼
市
民
活
動
課
長
）

【
課
長
級
】
▽
企
画
開
発
課
長
Ⅱ
下
山
田

正
弘
（
企
画
開
発
課
長
補
佐
）
▽
企
画

開
発
課
副
参
事
Ⅱ
遠
藤
幸
男
（
企
画
開

発
課
技
佐
）

※
内
容

文
豪
の
筆
で
す
ら
描
き
尽
く
せ
な
か

っ
た
女
の
美
し
さ
、
妖
し
さ
。
い
ま
、

名
匠
の
鮮
烈
な
映
像
の
中
で
華
麗
に
よ

み
か
え
る
。

（
短
編
映
画
も
同
時
上
映
）

十
二
月
十
八
日

さ
さ
め
ゆ
き

『
ｍ
南
円

詣
ヨ
』

糸
原
作
谷
崎
潤
一
郎

監
督
市
川
篦

○
時
間
午
前
十
時
、
午
後
二
時

（
二
回
上
映
）

○
出
演
佐
久
間
良
子
、
吉
永
小
百
合
、

岸
恵
子
、
伊
丹
十
三
ほ
か

○
入
場
料
大
人
千
円
高
校
生
八
百

円
中
学
生
以
下
六
百
円

｜

’

｜

’
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庭
に
お
け
る
防
火
安
全
の
担
い
手
で
あ

る
主
婦
を
中
心
に
、
火
気
の
安
全
な
使
用

方
法
、
初
期
消
火
用
具
の
適
正
な
使
用

方
法
の
習
熟
等
の
防
火
に
関
す
る
知
識
．

技
能
の
普
及
推
進
に
よ
り
い
っ
そ
う
の

認
識
と
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、
火

災
の
予
防
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

近
年
、
建
物
の
密
集
化
、
高
層
化
が

壗
す
ま
す
進
み
、
一
方
生
活
様
式
も
変

イ
‐
し
た
こ
と
に
伴
い
、
火
災
等
の
要
因

火
災
等
の
要
因

防
火
安
全
の
？
■
■
可
、
？
■

■
？
■
担
い
毒
は
主
婦

は防火のはじまりしめくくり占
〃帆

日から12月2日58年秋季全国火災予防運動11月26

件
数

斗鍔

め

I }

は
複
雑
多
様
化

し
、
そ
の
危
険

性
は
著
し
く
増

大
し
て
い
ま
す
。

昭
和
五
十
七

年
中
の
全
国
の

火
災
概
況
に
よ

る
と
、
住
宅
火

災
件
数
は
、
二

万
二
千
二
件
で

住
宅
火
災
の

防
止
を
図
る
た

め
主
と
し
て
家

建
物
火
災
二

百
三
十
一
件
）

四
・
六
％
に
あ

十
二
件

万
六
千
九
百
一

三
三
・
四
％

り
‐
ま
才 総

出
火

（
六
万
五五

年末資金の

申し込みは早めに
茨城の農林水産まつり国の進学ローン

農林水産まつりは｢郷土の自然、

守り育む農林水産まつり」をテー

マに地方色豊かに開催されます。

多数のかたのご来場をお待ちして

おります。

○期日 11月19日 ・20日の2日

間

○場所日立市民運動公園（日

立市東成沢町）

○主な催物

・農林水産物の展示即売

・子供の広場

・郷土工芸

来春、高校・短大・大学などに

進学されるお子さんをお持ちの父

母のかたにおすすめします。

○融資額 1進学者当た')50

万円以内

○融資期間高校3年以内

大学4年以内

○利 率年8.2％

○保|潭人 1名以上

○返済方法毎月元利均等返済

詳し〈は、国民金融公庫日立支

店狂0294-24-2451へお尋ねくだ

さい．

今年も年末資金の準備をされる

時期になりました。

商品の仕入れ・買掛金や手形の

決済・ボーナスの支払いなどの資

金準備はおすみですか。商工業者

の皆様のご利用をお待ちしていま
－斗

9．

○融資額2,100万円

○融資期間運転資金5年以内

設備資金7年以内

○利 率年82％

○保証人 1名以上

※従業員100人以内の商工業者

に|恨'）ます。

詳しくは、国民金融公庫日立支

店丑0294-24 2451へお尋ねくだ

さい、

ー

州
自
然
を
管
理
す
る
な
ど

恥
と
い
う
の
は
、
人
間
の
お

Ｊ
ご
り
あ
な
ど
っ
た
考
え
方

冊
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
人
問

い
も
ま
た
、
自
然
の
あ
る
か

が
ま
ま
に
し
た
か
っ
て
、
逆

岫
ら
う
べ
き
も
の
で
は
な
い

州
あ
の
有
名
な
南
ア
ル
ブ

恥
ス
林
道
は
、
小
数
意
見
の

咄
「
と
ん
で
も
な
い
自
然
破

州
壊
だ
、
計
画
、
実
施
を
ぜ

州
ひ
、
や
め
て
く
れ
」
の
声

洲
に
耳
を
か
さ
ず
出
来
上
っ

出
た
。
す
ぐ
、
や
っ
て
来
た

Ｍ
台
風
は
、
こ
れ
を
ず
た
ず

を
適
確
に
（

の
で
あ
る
。

自
然
の
方
が

大
先
輩

麺
§
市
内
の
自
然
は
無
防
備
（
Ⅳ
）

こ
れ
は
、
市
の
憲
法

と
も
い
う
べ
き
高
萩
市

民
憲
章
の
第
一
項
で
あ

る
。
Ⅱ
表
紙
参
照

こ
の
憲
章
を
生
ん
だ

多
く
の
先
輩
は
、
「
真

の
自
然
愛
護
と
は
何
か
」

か
ん
で
、
第
一
に
掲
げ
た

ヒワ

「
一
、
自
然
を
た
い
せ

つ
に
し
、
美
し
い
ま
ち

を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
」

た
に
切
り
刻
ん
で
キ
会
《
て
い
一
《
た
。
さ

ら
に
、
数
億
円
の
復
旧
費
が
か
か
る
と

の
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
、
自
然
破
壊
は
拡
大
し
て
ゆ
く
。

自
然
公
園
を
守
る
法
と
か
、
い
ろ
い

ろ
、
自
然
開
発
へ
の
制
約
は
あ
る
の
だ

が
、
こ
の
自
然
を
利
用
す
れ
ば
も
う
か

る
と
な
っ
た
ら
、
観
光
業
者
の
え
じ
き

に
な
る
の
に
日
時
は
か
か
ら
な
い
。

住
民
の
無
関
心
、
無
防
備
が
、
あ
と

の
ま
つ
り
と
な
っ
た
例
は
、
国
内
に
少

な
く
な
い
”

（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）

花貫ダム湖畔の“あこがれの松､' 50. 9
すでにこの松の姿は見るにたえないみじ
なっている。 たった4， 5年で､……
|＝たのだろうか？

、 6撮る。

めなものに

だれがそう (8）



墨
」
い
こ

も
し
、
こ
の
届
け
を
出
し
忘
れ
た
り

遅
れ
た
り
し
ま
す
と
、
「
年
金
振
込
・

支
払
通
知
書
」
が
、
あ
な
た
の
旧
住
所

門
前
の
関
係
者
で
目
立
つ
の
は
、
永

禄
元
年
二
五
五
八
）
八
月
二
十
一
日

に
殺
さ
れ
た
又
二
郎
で
あ
る
。
彼
は
門

前
で
生
ま
れ
、
成
長
し
て
「
大
つ
か
下

内
蔵
頭
殿
」
に
奉
公
し
た
。
「
大
つ
か

下
」
は
、
北
茨
城
市
磯
原
町
大
塚
で
、

大
塚
下
は
興
国
元
年
二
三
四
○
）
八

月
の
「
大
塚
文
書
」
に
、
大
塚
貝
成
討

住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
は

一
す
み
や
か
に
届
け
ま
し
ょ
う

‐
織満､“、

歴史㈹q

赤浜妙法寺過去帳

（八十五）

志田諄一

識
醤

国
民
年
金
か
ら
、
老
令

年
金
や
障
害
年
金
な
ど
の

年
金
を
受
け
て
い
る
か
た

が
、
自
分
の
住
所
を
変
更

し
た
と
き
は
、
す
み
や
か

に
「
住
所
・
支
払
機
関
変

更
届
を
提
出
し
て
く
だ

市
で
は
、
滞
納
市
税
に
つ
い
て
再
三

に
わ
た
り
納
付
す
る
よ
う
催
告
し
て
ま

い
り
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
に
納
付
さ
れ

て
い
な
い
た
め
、
差
押
え
物
件
の
公
売

を
実
施
し
ま
す
。

○
公
売
予
定
財
産
電
話
加
入
権

○
公
売
予
定
日
十
一
月
二
十
五
日

死
の
軍
忠
に
よ
り
、
娘
が
「
大
塚
郷
内

下
方
半
分
」
の
地
頭
職
を
与
え
ら
れ
て

お
り
、
以
後
、
代
々
大
塚
氏
の
本
拠
地

と
な
っ
た
。
そ
こ
の
館
に
い
た
大
塚
内

蔵
頭
に
仕
え
た
の
で
あ
る
。
又
二
郎
は

門
前
の
両
親
の
も
と
を
離
れ
、
大
塚
に

居
住
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
が
「
な
る
沢
に
て
宇
佐
美
監

物
殿
に
遺
根
あ
り
て
打
た
れ
」
た
と
い

う
の
で
あ
る
。
「
な
る
沢
」
は
日
立
市

成
沢
町
で
あ
ろ
う
。
「
宇
佐
美
監
物
」

に
つ
い
て
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
妙
法

寺
過
去
帳
に
は
、
永
禄
四
年
（
一
五
六

二
「
う
さ
み
泉
州
」
、
翌
年
「
う
さ

み
初
五
郎
」
、
元
亀
元
年
（
一
五
七
○
）

「
館
う
は
、
宇
佐
美
伊
豆
守
女
房
」
な

ど
と
み
え
る
宇
佐
美
氏
の
一
族
で
あ
ろ

う
。
宇
佐
美
氏
は
鎌
倉
時
代
に
地
頭
に

任
ぜ
ら
れ
て
安
良
川
の
地
に
居
館
を
構

へ
送
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
か
ら
、
年
金

の
受
け
取
り
が
遅
れ
、
あ
な
た
に
と
っ

て
大
変
困
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

こ
の
届
け
出
の
用
紙
は
、
保
険
年
金

課
国
民
年
金
係
に
あ
り
ま
す
。

差
押
え
物
件
の
公
売

税
理
士
会
日
立
支
部
で
は
、
税
を
知

る
週
間
行
事
の
一
環
と
し
て
、
税
に
つ

い
て
の
疑
問
や
悩
み
ご
と
な
ど
に
応
じ

る
た
め
相
談
所
を
無
料
で
開
設
し
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

○
日
時
十
一
月
十
四
日
午
前
十
時
か

ら
午
後
四
時
ま
で

○
場
所
日
立
支
部
会
員
の
税
理
事
務

所
（
市
内
に
は
、
六
つ
の
事
務
所

が
あ
り
ま
す
。
）

’

’

’

’

’

’

’

三

一

一

一

一

一

一

一

三

三

一

一

一

一

一

三

一

三

一

三

一

一

三

一

一

三

三

三

三

三

一

三

三

三

一

一

一

一

一

三

一

用

え
た
、
宇
佐
美
祐
茂
の
流
れ
を
く
む
名
川

家
で
、
誇
り
高
い
一
族
で
あ
っ
た
。
‐

宇
佐
美
氏
の
居
館
跡

地
あ
た
り
）

税
の
無
料
相
談

）
公
売
場
所
茨
城
県
高
萩
県
税
事
務

所
（
春
日
町
三
一
）

（
高
萩
小
学
校
敷
川 IIl Il l l Il Il Il l l l l Il I'''''''''''''''1Ⅱ' '' ' '' 1Ⅱ| I|ⅡIIl Il Il lⅡl ll l l l lⅡ' '' ' 11 1Ⅱl Il Il ll Il 1 1 I lⅡl Il 1 1 Il Il l I

■一
、
一
般
健
康
診
査
、
精
密
検
査
、
が

ん
検
診
、
そ
の
他
の
健
康
診
断
な
ど

の
検
査
の
成
績
を
、
結
果
通
知
書
か

ら
手
帳
の
記
入
欄
に
自
分
で
書
き
写

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

二
、
体
重
や
血
圧
を
測
っ
た
と
き
＆
ま

た
、
体
の
不
調
や
病
気
に
気
づ
い
た

と
き
は
、
そ
の
症
状
を
メ
モ
し
て
お

巽
《
《
」
＋
十
手
’
１
』
、
ｒ
今
、
『
●
ノ
。

三
、
病
・
医
院
で
受
診
す
る
と
き
、
健
康

健やかな成長のために 健
康
手
帳
の
恥

遼
”
数
使
い
”
方

ー

家庭保育の集い

毎日のお子さんの生活や保育については家庭において心身

ともに健やかな成長を願って、 ご努力のことでしょう。

小学校へ入っていないお子さんをもつご父兄のかたがたと

保育についての話し合いを開催しますので、おさそい合わせ

のうえご参加ください。

oと き 11月18日(金)午後1時から4時まで

○ところ 中央公民館

○講話「子供の保育について」

矢口武正先生（元水戸市立第5中学校長）

○主催茨城県、茨城県保育協議会

⑮
衛
生
課
保
健
婦
Ｉ

相
談
を
受
け
る
と
き
な
ど
は
、
こ
の

手
帳
を
持
参
し
て
、
医
師
な
ど
の
問

診
の
際
に
役
迩
た
せ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
そ
の
結
果
も
記
録
し
て
お
き

ま
し
ょ
、
７
．

健
康
手
帳
の
交
付
（
窓
凶
）

○
七
十
歳
以
上
・
六
十
五
歳
以
上
七
十

歳
未
満
で
、
一
定
の
障
害
の
あ
る
人
。

（
保
険
年
金
課
）

※
病
・
医
院
で
受
診
す
る
際
は
、
保
険
証

と
轍
一
緒
に
健
康
手
帳
を
受
付
窓
口
に
出

す
こ
と
。

○
四
十
歳
以
上
七
十
歳
未
満
の
人
。

（
衛
生
課
、
一
般
健
診
の
際
に
）

(9)



来
年
四
月
、
幼
稚
園
に
入
る
お
子
さ

ん
を
募
集
し
ま
す
。

○
入
園
資
格

昭
和
五
十
三
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和

五
十
四
年
四
月
二
日
ま
で
に
生
ま
れ
、

市
内
に
居
住
し
て
い
る
お
子
さ
ん
。

○
願
書
受
付

昭
和
五
十
八
年
十
二
月
一
日
（
木
）

か
ら
十
二
月
七
日
（
水
）
ま
で
。
時
間

は
午
前
九
時
か
ら
十
二
時
ま
で
各
幼
祁

閲
で
受
け
付
け
ま
す
。

※
入
園
願
書
は
、
十
一
月
二
十
四
日
（
木
）

か
ら
各
幼
稚
園
で
お
渡
し
し
ま
す
。

且
幼
稚
園
の
《
鼠

》
園
児
を
募
集

厚
生
年
金
、
国
民
年
金
制
度
全
般
に

つ
い
て
、
祁
談
に
応
じ
ま
す
。

○
と
き
十
一
月
十
八
日
、
午
前
十

時
か
ら
午
後
三
時

○
と
こ
ろ
市
中
央
公
民
館

二
二
三
二
二

二

二

三

三

二

三

二

二

三

三

三
二

三

三

三

二

二

三

一

三
二

三

三

三

三

三

蕊
封

○
募
集
人
員

第
一
幼
稚
園
百
六
十
人

秋
山
幼
碓
鬮
百
六
十
人

束
幼
帷
間
百
二
十
人

松
岡
幼
稚
間
八
十
人

い
ず
れ
も
一
年
保
育
で
す
。

詳
し
く
は
、
市
教
育
委
員
会
学
務
課

（
公
③
二
三
二
ま
た
は
各
幼
稚
園

へ
ど
う
ぞ
。

ね
ん
き
ん
相
談

文化祭

十一月は菊の月。＝円の文化の日を中心|こ、各地で芸 三
二＝

術祭や文化祭が盛大に行われる。市でも最近市民活動が 三
目＝

活発となり、特に婦人の参加がめざましく、各種団体に 三
三

より、今年も文化祭が賑やか|こ開かれることは、明日の 三
三

三

市民牛活をより豊かにするものと思う。 三
三

絵と文伊藤龍馬 三
、 ＝二

、 二＝

1 1 1Ⅱl l l l l l I l l l I l I l I 1 l l l l l l l l I l l ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' 1 l l l l l l l I ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' ' 1 l l l l I Il l l l l i l l l l l l l I l l l l l l l l l l l l l l l l I l I I l l l l l l l l l l l l l l l l i l l l l I I l I I l l l l l I l l困

各
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
、
消
賀
者
苦
情

相
談
、
減
塩
を
考
え
た
献
立
、
電
気
や

ガ
ス
の
正
し
い
使
い
方
な
ど
を
紹
介
し

ま
す
。
ま
た
、
修
繕
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

靴
と
傘
の
修
繕
を
い
た
し
ま
す
℃

○
と
き
十
一
月
十
九
・
二
十
日

○
と
こ
ろ
市
中
央
公
民
館

「
展
示
コ
ー
ナ
ー
」

○
消
費
者
団
体
○
保
健
所
・
食
生

はかりの定期検査 み
ん
な
の
消
費
生
活
展

1 日 時
一
帥
一
仙

小

日日

1日j

OO～午後3

00～ 〃 3

00～午前11

と里
云

{･ I i
少坊『 11月の納税一

12111日附

2日㈲

高萩, |｣商工会Ｗ

帥

鋤

高萩車検場 国民健康保険税（3期

秋山小学枕

納期限 11月30日午後1 : 00～午後2 ： 005日(月） 上手綱生活改善センター

~ド手綱公民館〃 2

午前10

ハ
リ
ｎ
Ｖ

八
Ｕ
ハ
リ

ハ
』
ｑ
Ｊ

″
″

０
０

１
０6E|帆）

～人口と世帯～

前月比

人口 33， 379 （-15）

男 16， 369 （ 10）

女 17， 010 （－5）

世帯 9， 924 （ 5）

（58年10月1日現在）

青
少
年
の
健
全
育
成
と
社
会
福
祉
活

動
を
目
的
に
、
次
の
催
し
を
行
い
ま
す
。

●
小
学
校
児
童
絵
画
の
展
示
会

●
愛
の
ふ
れ
あ
い
ゞ
ハ
ザ
ー
の
会

●
平
和
写
真
展
（
原
爆
被
災
写
真
な
ど
）

○
と
き
十
一
月
十
九
日
か
ら
二
十

活
改
善
推
進
連
絡
会

及
所
○
東
京
電
力

高
圧
ガ
ス
○
修
繕

10 ： 40～午前11 ： 00
(旧上君田小学I

J型、

御

児
堅
塁
絵
一
画
展

00 F君lfl松本淵lli#

00 "1 1 豐冊開店前

50 烏曽根三代間店＃

30 下犬能併川号能K

"11 豐冊間店削

烏曽根三代I淵店前

ﾄﾞ大能佐川景能氏

〃 11

午後l

午前10

〃 11

7E| (水

皿
２
皿
Ⅱ

″
椴
揃
〃

白
Ｉ
丘
１

－
一
一
－

２
３
３
１

０
０
０
０

、
》

8日附 ﾉj

○
農
業
改
良
普

○
消
防
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午後3 高裁市商工会

詳しくは、 i lj商工課（盃③21111ﾉ1線462)へと．うそ
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U時間は、いずれも午前9時から午後4時までです
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11月20日

11川27日

12月4日

12月11日

12月18日
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